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　シルビアという可憐な和名は、がん研究の
第一人者であった中原和郎氏の、夭逝した令
嬢の名前に由来する。ミヤコグサを食草とし
て、定期的に草刈りが行われる河川の堤防や
畔などで、細 と々命をつないでいる。
　蝶のハイシーズンを終えた8月中旬、近場の
シルビアシジミに会いに行った。朝陽を受け
て翅を開くとき、やや紫がかった独特の青が
広がってゆく。心躍る瞬間だ。何年撮り続け
ても、この翅表の青を愛おしく、美しいと思う。
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